
 

 
 
 
 
 
 

 

先制-中押し-ダメ押し つなぎの打線で白糠町職にコールド勝ち 
 試合は 2 回に動いた。白糠町職の先発平下がコントロールを乱し笠原、山本への連続死球で一死一・二塁とする

と、小中が確実に二塁手の頭上を抜く適時打で 1 点先制。伊藤も死球で一死満塁となった後、鷲尾、宮本と連続し

て中安適時打を放ち、この回 3点を先制した。 

 平下も 3回以降落ち着きを取り戻したが、6回笠原の左中間二塁打で一死二塁とすると、山本がライトスタンドへ

アーチを架け、南幌町職が欲しかった中押し点を追加した。 

 8 回には代わった吉村から死球と犠打、二失策で一死一・三塁とすると、三塁牽制悪送球で 1点追加、さらに山本

が右中間へ適時二塁打を放って 7点差をつけた。 

 伊藤は連投の疲れを見せながらも落ち着いた投球で白糠町職につけ入る隙を与えず、三塁を踏ませたのも 4 回の

一度だけ、4安打の完璧な内容。最終回となった 8回も慌てることなく 3人で斬って取り、悲願の初優勝をつかんだ。 

 白糠町職は打撃好調の上田がこの日もライトへ二塁打を放つが、長打はこの 1本のみ。2度の犠打での進塁も生か

せず、伊藤を打ち崩すことができなかった。 

 優勝した南幌町職は、昨年優勝の苫小牧市職労とともに熊本県で開催される全国大会へ出場する。 

（選手コメント、大会結果は 2･3 面に掲載） 

 

◇決勝◇開始 8:51◇終了 10:44◇網走市営 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 

南幌町職 0 3 0 0 0 2 0 2 × 7 

白糠町職 0 0 0 0 0 0 0 0 × 0 

【南幌町職】○伊藤（規定により 8 回コールド）   
【白糠町職】●平下－吉村 
 
【南幌町職】 
守備 選手 打数 得点 安打 打点 1 2 3 4 5 6 7 8 
(三) 鷲 尾 5 0 1 1 三ゴロ 中安 … 遊飛 … … 二ゴロ 捕ゴロ 
(右) 岩 本 4 0 2 1 左安 中安 … … 三振 … 三振 … 
(遊) 梶 田 3 0 0 0 一犠打 中飛 … … 三ゴロ … 遊ゴロ … 
(中) 草 訳 3 1 0 0 右飛 … 三ゴロ … 遊ゴロ … … 死球 
(二) 児 玉 3 0 0 0 … 三振 一ゴロ … … 二ゴロ … 捕犠打 
(捕) 笠 原 2 3 1 0 … 死球 二飛 … … 中二安 … 二失策 
(左) 山 本 2 2 2 3 … 死球 … 死球 … 右本 … 中二安 
(一) 小 中 3 1 2 1 … 中安 … 投犠打 … 遊飛 … 左安 
(投) 伊 藤 3 0 0 0 … 死球 … 一飛 … 三振 … 二ゴロ 
【白糠町職】 
守備 選手 打数 得点 安打 打点 1 2 3 4 5 6 7 8 
(三) 五十嵐 4 0 0 0 三ゴロ … 中飛 … … 一ゴロ … 中飛 
(中) 上 田 3 0 1 0 遊ゴロ … 一ゴロ … … 右二安 … … 
(二) 田 中 3 0 2 0 中安 … … 左安 … 遊ゴロ … … 
(捕) 清 野 2 0 0 0 二ゴロ … … 一犠打 … 三ゴロ … … 
(左) 丸 山 3 0 1 0 … 中安 … 右飛 … … 二ゴロ … 
(遊) 有 間 2 0 0 0 … 捕犠打 … 三ゴロ … … 中飛 … 
(一) 太 田 3 0 0 0 … 捕ゴロ … … 遊ゴロ … 二ゴロ … 
(右) 鈴 木 3 0 0 0 … 三振 … … 投ゴロ … … … 
打 青 木 1 0 0 0 … … … … … … … 三ゴロ 

(投) 平 下 2 0 0 0 … … 遊ゴロ … 投ゴロ … … … 
投 吉 村 1 0 0 0 … … … … … … … 投飛 
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今大会ここまで完璧な投球を見せてきた伊藤。しかし、連投に次ぐ連投

で疲労はピークに達していた。 

「キャッチーが一番苦労したかもしれない」 

 1 回二死からヒットを許すなど、計 18 球を要する苦しい立ち上がりと

なった。しかし、伊藤に迷いはなかった。 

伊藤自身が言うように南幌町職は鉄壁の守備を誇る。チーム最年長・笠

原のサインにも絶対の信頼を寄せる。伊藤は信じて投げた。2回以降は落

ち着いた投球を取り戻し、白糠町職打線に付け入る隙を与えなかった。 

「無我夢中で投げた」 

 終わってみれば安打 4本、長打は 1本に抑えた。しかし、そのことにも

気づかないくらい、投球に集中していた。 

今大会すべてを通じて最も活躍した選手に贈られるダイヤモンド賞を

受賞した。大会本部も満場一致だった。 

「全国大会に向けて団結して一戦一戦頑張りたい」 

伊藤の目はすでに熊本へ向いていた。ナインへの信頼がある限り、伊藤

の夏は終わらない。 

 

山本最優秀選手弾! 2 ランで勝利引き寄せる  

黒島監督（南幌）「優勝できたのは何といってもチームワーク

の良さ。日々の練習を怠らない選手たちの成果だと思う。週 6

回練習しているが、全員来られなくても手を抜かずにしっか

りやっている。それを他の選手が真似することがいい方向へ

つながっている」 

1 本塁打 1 二塁打の山本（南幌）「6回の打席はつなぎの気持ち

で入った。感触は入ると思わなかったので、外野を抜けてく

れと思って走った。8回は 1点でも多く取って投手を楽にした

いと気持ちを高めて入った」 

先制適時打の小中（南幌）「6番、7番が当たっていたので楽に

打席に入れた。熊本では国体でお世話になった人がいるので恩返しの活躍をしたい」 
伊藤を好リードの笠原（南幌）「連投で伊藤は調子が悪かったがよく投げてくれた。熊本では全道代表として恥じない

戦いをしてきたい」 
今大会 3 本塁打の上田（白糠）「もともとクリーンナップだったが今年から 2番になり、内野安打ばかり狙っていた。

今大会は調子がよく、ベンチからも細かい打撃はいらないと言われ思い切り振れた」 

 

両チーム応援団も声からす  

 南幌町職からはこの日 7 名が応援に駆けつけた。地元からも試合の経過を聞く電話がひっきりなしにかかり、試

合終了と同時に結果を報告、勝利の喜びを分かち合った。「今はお疲れさんの一言。熊本は暑いので体に気をつけて

ほしい」と選手たちをねぎらった。 
 白糠町職の応援団も最後まで逆転を信じて声援を送った。「準優勝はよくやった」と、負けた悔しさよりも選手た

ちの健闘を讃えるすがすがしい笑顔に満ちていた。 

  伊藤仲間信じて投げた 右腕でもぎ取るＤ賞だ   

 

 



大 会 結 果 

優 勝  南 幌 町 職 (初優勝) 

準優勝  白 糠 町 職  

【個人賞】  

最 優 秀 選 手 賞  山 本   篤（南幌町職） 
殊 勲 賞  小 中 康 司（南幌町職） 
敢 闘 賞  上 田 聖 悟（白糠町職） 
打 撃 賞  山 本   篤（南幌町職） 
ダイヤモンド賞  伊 藤 文 敏（南幌町職） 
勝 利 監 督 賞  黒 島 滋 規（南幌町職） 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

上) 悲願の初優勝を飾った南幌町職と 右) 最優秀選手賞を受賞した山本選手 

下) 右下) 初の決勝進出を果たし準優勝の白糠町職 

 

 


